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名

報
告
者
は
、
司
法
研
修
所
の
教
官
と
し
て
法
曹
実
務
教
育
に
携
わ
っ
た

経
験
を
有
し
、
ま
た
報
告
当
時
は
札
幌
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
破
産
事
件

等
を
担
当
す
る
民
事
四
部
の
部
総
括
判
事
と
し
て
北
海
道
拓
殖
銀
行
破
綻

に
よ
る
関
連
破
産
事
件
の
処
理
を
担
当
し
て
い
た
(
な
お
、
四
月
に
東
京

高
等
裁
判
所
に
転
勤
)
。
報
告
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

現
在
日
本
は
、
急
速
な
社
会
の
変
革
期
に
あ
り
、
和
(
我
慢
)
の
社
会

か
ら
権
利
主
張
(
訴
訟
)
の
社
会
へ
移
行
し
、
大
規
模
訴
訟
(
公
害
訴
訟
・

集
団
訴
訟
)
が
噴
出
す
る
と
と
も
に
、
高
度
専
門
的
、
技
術
的
紛
争
(
医

療
過
誤
・
特
殊
専
門
事
件
)
が
増
大
し
て
お
り
、
紛
争
解
決
に
お
け
る
司

法
の
役
割
が
増
大
し
て
い
る
。
法
律
実
務
化
に
は
、
紛
争
解
決
に
対
す
る

理
論
的
整
合
性
(
判
断
の
客
観
的
要
請
)
及
び
社
会
的
に
常
識
あ
る
紛
争

解
決
(
判
断
の
社
会
的
妥
当
性
)
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
応
え
る
法
律
実
務
家
と
な
る
た
め
に
は
、
基
礎
法
学
、
臨
床
法

学
の
知
識
・
経
験
を
併
せ
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
基
礎
法
学
の
学
習

と
は
、
実
務
法
律
家
と
し
て
必
要
な
法
律
的
論
理
思
考
、
分
析
力
、
実
体

法
・
手
続
法
を
併
せ
た
有
機
的
理
解
、
判
例
法
の
理
解
、
実
体
法
と
手
続

法
の
関
係
等
法
律
全
体
の
基
本
的
構
造
の
理
解
を
習
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。

臨
床
法
学
の
学
習
と
は
、
具
体
的
な
素
材
・
設
例
に
則
し
て
、
実
体
法
と

手
続
法
と
の
融
合
し
た
紛
争
解
決
を
学
習
す
る
こ
と
で
あ
る
。
臨
床
法
学

の
内
容
は
、
社
会
的
な
紛
争
・
取
引
の
実
態
を
認
識
し
、
そ
れ
に
適
用
す

べ
き
実
体
法
規
の
探
索
、
規
定
の
解
釈
、
法
律
効
果
の
発
生
・
消
滅
に
関

す
る
社
会
的
事
実
の
選
別
、
法
律
的
全
体
構
成
、
証
拠
評
価
、
判
断
の
全

過
程
で
あ
る
。
基
礎
法
学
の
み
の
学
習
は
、
抽
象
的
論
理
の
思
考
で
興
味

が
持
続
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
が
、
臨
床
法
学
の
学
習
に
よ
り
、
実
体
的

紛
争
の
理
解
は
深
く
な
る
。
た
だ
し
、
臨
床
法
学
の
学
習
に
お
い
て
は
、
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報

論
理
思
考
、
綴
密
な
概
念
(
思
考
の
分
析
道
具
)
が
暖
味
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
、
基
礎
法
学
の
学
習
は
重
要
で
あ
る
。

臨
床
法
学
の
教
育
に
お
い
て
は
、
事
件
素
材
に
基
づ
き
民
法
・
商
法
な

ど
の
実
体
規
定
の
解
釈
・
適
用
、
訴
訟
手
続
に
お
け
る
攻
撃
防
御
方
法
の

展
開
、
訴
訟
手
続
に
お
け
る
ル

l
ル
(
処
分
権
主
義
・
弁
論
主
義
、
時
期

に
遅
れ
た
攻
撃
防
御
方
法
、
争
点
整
理
手
続
等
)
等
を
解
説
す
る
こ
と
と

な
る
。

雑

臨
床
法
学
の
教
育
の
例
と
し
て
は
、
研
修
所
に
お
け
る
要
件
事
実
教
育

が
存
す
る
。
こ
れ
は
、
当
事
者
の
主
張
を
各
法
律
の
要
件
事
実
に
し
た
が
っ

て
請
求
原
因
、
請
求
原
因
に
対
す
る
認
否
、
抗
弁
、
抗
弁
に
対
す
る
認
否

と
い
う
よ
う
に
分
類
す
る
も
の
で
あ
る
。

報
告
者
は
、
最
後
に
、
大
学
に
お
け
る
法
学
教
育
の
参
考
の
た
め
に
、

司
法
研
修
所
で
行
わ
れ
て
い
る
要
件
事
実
教
育
の
例
を
具
体
的
事
例
を
用

い
て
紹
介
し
た
。

報
告
の
後
、
次
の
と
お
り
、
コ
メ
ン
テ

l
タ
ー
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
お
よ

び
出
席
者
か
ら
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

(
要
件
事
実
教
育
に
つ
い
て
)

コ
メ
ン
テ
l
タ
ー
か
ら
、
要
件
事
実
に
分
類
す
る
こ
と
に
よ
り
争
点
お

よ
び
立
証
す
べ
き
事
項
が
明
ら
か
に
な
り
、
民
事
裁
判
の
審
理
を
円
滑
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
要
件
事
実
教
育
は
民

事
裁
判
実
務
に
お
け
る
重
要
な
基
礎
教
育
で
あ
る
と
の
話
が
さ
れ
た
。
出

席
者
か
ら
司
法
研
修
所
の
実
務
研
修
な
ど
法
律
実
務
を
あ
る
程
度
体
験
し

た
後
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

(
大
学
の
法
曹
教
育
に
お
け
る
科
目
に
つ
い
て
)

出
席
者
か
ら
、
大
学
に
お
い
て
法
曹
教
育
を
行
う
に
つ
い
て
多
く
の
科

目
が
必
要
と
の
意
見
が
あ
る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
の
質
問
が
出
さ

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
コ
メ
ン
テ
!
タ
ー
か
ら
、
少
数
の
実
務
家
が
扱

う
よ
う
な
分
野
に
関
す
る
科
目
に
つ
い
て
は
ご
く
少
数
の
学
生
し
か
興
味

を
持
つ
可
能
性
が
な
く
、
ま
た
こ
れ
を
指
導
を
す
る
こ
と
は
大
学
に
取
っ

て
大
き
な
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
無
理
し
て
多
く
の
科
目
を

設
け
る
必
要
は
な
い
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

(
研
修
所
の
実
務
修
習
と
修
習
可
能
人
数
に
つ
い
て
)

コ
メ
ン
テ

l
タ
ー
か
ら
、
現
在
の
司
法
研
修
所
の
研
修
と
し
て
は
裁
判

所
・
検
察
庁
・
弁
護
士
事
務
所
で
の
実
務
修
習
が
最
も
意
義
あ
る
も
の
と

し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
よ
う
な
実
務
修
習
を
実
施
す
る
と
し
た

場
合
、
受
け
入
れ
先
の
容
量
の
点
か
ら
無
理
し
で
も
最
大
一
五
O
O
名
程

度
と
推
測
さ
れ
る
と
の
話
が
さ
れ
た
。
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